
令和８年熊本地震を踏まえ、医療的ケア児が在籍する学校における発災への備えと

して、非常用電源等の整備に活用できる補助事業についてお知らせするものです。 
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このたびの令和８年熊本地震により被災された皆様方に心よりお見舞い申し上げ

ます。 

また、被災地域の教育委員会をはじめ関係者の皆様方におかれましては災害対応に

御尽力いただいていることと存じますが、登校日の対応を含め学校再開に当たって、

特に、医療的ケア児が在籍する学校においては、その状態や災害による被害の程度な

どによって生命や生活の維持が困難になり得る場合があることから、非常用電源や蓄

電池等の備品を整備する必要があります。 

つきましては、本地震に際して非常用電源等の購入に活用いただけるよう、「切れ

目ない支援体制整備充実事業（災災害への備え）」の追加補助の検討を行いますので、必

要な場合は、関係する市町村教育委員会を含め直接本件担当まで御相談くださるよう

よろしくお願いします。 

なお、本事務連絡は追って当省ホームページにも掲載する予定ですが、熊本県教育

委員会におかれては域内の関係する市町村教育委員会への周知をお願いします。 

 

 
災参考資料１） 

総務省行政評価局による「医療的ケア児とその家族に対する支援に関する調査」結果災意見の通

知）に基づく対応について災令和６年４月 19 日付け事務連絡）抜粋 

災参考資料２） 

令和８年度当初予算「切れ目ない支援体制整備充実事業」資料 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【本件担当】 

文部科学省初等中等教育局特別支援教育課 

支援第一係 電話 03-6734-3192災直通） 



参考資料１ 

 

総務省行政評価局による「医療的ケア児とその家族に対する支援に 

関する調査」結果（意見の通知）に基づく対応について（令和６年 

４月 19 日付け事務連絡）抜粋 

 

３．医療的ケア児の学校在校時における発災への備えについて 

学校保健安全法に基づき、各学校においては「学校安全計画」及び

「危険等発生時対処要領」災以下、「危機管理マニュアル」とする。）を

策定し、児童生徒等の安全確保を図っているところであるが、医療的ケ

ア児を受け入れる各学校においては、以下の３点に留意し、個々の医療

的ケア児の状態等に応じた対応の検討を行うとともに、必要に応じて、

危機管理マニュアルの改定等を検討されたい。 

 

〇 医療的ケア児については、医療的ケア児の状態等や災害による被害

の程度等によっては、生命・生活の維持が困難になり得ることから、

医療材料・医療器具・非常食等の準備及び備蓄について、保護者等と

学校間で確認・協議しておくこと。特に人工呼吸器を用いている等、

非常用電源が確保できなければ直ちに重篤な事態に陥りかねない医療

的ケア児が在籍している学校においては、停電時の対応をどのように

行うか取り決めておくこと。 

 

〇 発災後、保護者及び医療的ケア看護職員等が長期間来校できない場

合や、医療的ケア看護職員等の勤務時間や派遣契約で定められた在校

時間を超えて医療的ケアの実施が必要となる場合など、医療的ケア児

の学校における待機が長期化した場合にも医療的ケアを実施できる体

制をどのように構築するかについて、保護者等と学校間で協議して取

り決めておくこと。 

 

〇 確認・協議や取り決め等を進めるに当たっては、学校や市町村教育

委員会のみで対応を検討することが困難なことも考えられ、各自治体

の防災担当部局等、医療的ケア児の災害時の対応に関わる自治体内の

関係部局や、地域の医療機関等と連携し、協力を得る必要がある場合

があることに留意すること。 

 

 

 

 

 



参考資料２ 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
  
  
 
 
 
 
 
  
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
  
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
  
  
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


